
　「リハビリをしましょう」と医師から促される時，また，「担当理学療法士です」とわれ
われから自己紹介を受ける時，対象者は一般的に「リハビリで治してもらえる，ありがた
い」，「よくなるためにがんばろう」，「痛いかなあ，つらいかなあ」などと感じているよう
だ．臨床で出会う対象者の表情や受け答えからの印象である．
　さて，本号の特集は「がん治療」である．がんは現在，日本人の死亡原因の第 1 位であ
りながら，本邦では理学療法の主たる対象疾患ではない．それはなぜだろうか．様々な理
由があるだろうが，先に書いた一般的なリハビリへの期待・イメージと合わない疾患，と
いう理由も含まれないだろうか．また，これは処方する医師を含め，われわれ医療職側に
も根強く残っているイメージではないだろうか．
　そのような中，本号では，理学療法ががん治療にどのように関わるのか，学ぶことの多
い内容となった．辻論文では，がん治療に理学療法士が積極的に関わる施設はまだ少ない，
という本邦の現状を紹介していただいた上で，ニーズも課題も多いことを広い視野から論
じていただいた．増田論文では，「治せない負い目」を感じている理学療法士の想いに共
感しつつ，豊富な経験から「理学療法士の役割」と「積極的な介入の意義」を論じていた
だいた．関根論文では，「全人的苦痛としての苦痛緩和」のスタンスをとり，「共感力のみ
ならず自らの感情面の安定を保つ冷静さ」が理学療法士に求められる，とがんに限らず他
の疾患治療に携わる理学療法士にも共通する重い示唆をいただいた．高田論文の「人は希
望なくしては生きられない」との言葉は，人間が人間として生きる，その営みにわれわれ
ができることは何か，と考えさせられる．特集のラストは，がんの理学療法の臨床活動報
告である．実体験から示される可能性と課題とを読み取っていただきたい．
　そして講座では認知症，臨床実習サブノートでは大腿骨頸部・転子部骨折といわゆる
「なじみ」の疾患がとりあげられた．各筆者によって整理された内容はたいへん濃く，改
めて日々の臨床を見直すよい材料となるだろう．
　理学療法士が持つべき全人的視野とはどこまでの範囲を指すのか. 医学・福祉の知識，
学際的な視野，思いやりや気遣い，熱い想いと冷静さ，そしてそれらを併せ持つ理学療法
士とは. 今後も様々な企画とともに考えていきたい．
 （永冨史子）
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